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～データを活用した新たなサービスにより、安心・安全な社会の実現に貢献～ 

「RisTech」を新たなデータサービス事業として開始 

 

 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）は、 

２０２１年度から「RisTech（リステック）※」を新たなデータサービス事業として開始します。 

当社は、２０１９年５月より、アクセンチュア株式会社（社長：江川 昌史、以下「アクセンチュア」）

と企業の課題解決を図るサービス「RisTech」を提供してきましたが、２０２０年５月の改正保険業法の 

施行に伴い、今般、「RisTech」のサービス対象範囲を拡大し、社会課題を解決する新たな事業として展開

します。これまでの企業課題の解決を通じて培ったノウハウを活かして、社会課題の解決に資するサービ

スとして「RisTech」のさらなる強化を図ります。 

当社は、新型コロナウイルスの感染拡大による社会環境の変化や多発する自然災害の被害など、社会が 

抱える課題を解決し、安心・安全な社会の実現に貢献していきます。 
 

※「Risk」と「Technology」を掛け合わせた造語です。リスクに関する知見や業界知識・最新技術のノウハウをもとに 

ビッグデータ分析を活用し、企業の課題解決を図るサービスです。 

 

１．背景 

当社は、保険契約の引受により保有する契約や事故のデータに加え、取引先企業から提供されたデータ

を含むさまざまな統計データを掛け合わせ、企業の抱える課題を解決する「RisTech」を通じて、各業界

の課題やデータ分析手法、先進技術等、社会課題の解決につながるノウハウや知見を蓄積してきました。 

今般の改正保険業法の施行により、お客さまの利便性向上に資するデータを活用した事業が可能となっ

たため、従来の企業課題の解決に留まらず、業界全体や社会の課題解決にも貢献できるよう、さまざま

なデータを活用した付加価値の高いサービスを新たなデータサービス事業として展開します。 

 

２．検討中のサービス概要 
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